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現在の大質量銀河の形成メカニズムの一つとして、短期間での大規模な星形成が考えられている。その場合、
一気にガスを星にしてしまうためすぐに星形成が止まり、生成された星が受動的に（パッシブに）進化するだけに
なる。このようなパッシブ銀河は過去の星形成の痕跡を残す化石のような天体であるため、高赤方偏移宇宙で発
見されれば、観測時点よりも数百Myr以上昔の星形成活動に制限を与えることができる。我々はCOSMOS領域
においてX線から電波に渡る深い多波長撮像データから、赤方偏移５から８のバルマーブレークが卓越したパッ
シブ銀河（Balmer Break Galaxy; BBG）候補を７天体同定した。更に我々はALMA望遠鏡によるフォローアッ
プ観測を行い、３天体からはダスト連続光が検出されないことが分かった。詳細な SED解析からそれら３天体は
確かに赤方偏移５以上の可能性が高く、その場合、星形成を終えてから∼ 700Myr以上を経過した大質量パッシ
ブ銀河であることが判明した。それらの星質量密度は 2.4 × 104M⊙Mpc−3で、より低赤方偏移の外挿からの予
想と概ね一致した。これらの大質量 BBGの存在は赤方偏移 14以上での星形成を示唆し、予想される星形成率密
度は赤方偏移４から８までの単調減少の外挿と無矛盾である。本講演では、高赤方偏移 BBGサンプル構築の詳
細とそれが示唆する赤方偏移 14以上の星形成率密度について議論する。


